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1、

2、

3、

例     言

本書は、八尾市光町 1丁目43,44所在東郷遺跡の遺構確認調査報告書である。

発掘調査は八尾市教育委員会文化財室が主体となって実施した。

発掘調査及び報告書作成に要する経費は、全て土地所有者である| 氏に負担いた

4、 発掘調査の実施にあたっては、八尾市文化財専問委員谷野浩氏の指導を受けるとともに、

大阪府教育委員会技師福田英人氏の御協力を得て下記の調査体制を組むこととした
°

調査担当者 米田敏幸

調査員   籐田義成 杉本尚子

調査補助員 富田芳久 林賢吾 八元聡志 中野竜介

5、 本書の作成は米田、杉本が分担して行ない、執筆は本文を米田、観察表は杉本が担当し

た 。

6、 調査の実務にあたっては|

,氏の多大なご尽力を得た。記して感謝したい。
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東郷遺跡第 21次埋蔵文化財発掘調査概要

第 1章 調査に至る経過

東郷遺跡は、八尾市光町、北本町、桜ケ丘一帯に位置する集落遺跡で、昭和 5伴酔 らヽ現在に

至るまでの間に20次の発掘調査が実施されて
マ浄
。今回発掘調査を実施することとなった光町

1丁 目43・ 4婚地は、これら一連の発掘調査地の中では最北端に位置し、古墳時代の集落推定

範囲の中でも北縁部にあたっている。今回の調査地の南に隣接する土地においても、昭和58年

度に 17次調査が実施されており、古墳時代の方形周溝墓及び壼棺墓群が検出されて
屹,。

今回、当該地において病院を目的としたビルを建設する旨の届け出が浅井證子氏より提出さ

れ、当教育委員会文化財室との協議の結果、昭和 61年 11月 6日より約 1ケ月の期限を沖 て発

掘調査を実施することとなった。調査は建物建築予定範囲のうち、調査可能な部分を対象とし

て実施した。方法としては、想定される遺構存在部分及び遺物包含層の上面まで機械掘削を実

施し、以下は手掘りによる精査を行なった。現地における調査は昭和61年 1財ψ 8日に終了し、

以後昭和 61年 H月 15日 までに出土遺物及び調査記録の整理を終了した。

註

1、 高萩千秋 「東郷遺跡 」『八尾市埋蔵文化財調査概報 198∝ 1981』八尾市教委1983他

2、 駒沢 敦 「東郷遺跡発掘調査概要報告 」『八尾市埋蔵文化財発掘調査概要、昭和 59年

度』 (員つ八尾市文化財調査研究会 1985。



第 2章   調査の概要

〔調査地の層位 〕

当調査地では、調査時において、平均 1.lηの盛上がなされており、第 2層の旧耕土層 は、

TPキ 6.7η以下に約 10卸の厚みで存在する。しかし調査地東側の端においては 、旧耕土層

が約 5 0 clp上がっており、調査地と調査地の東側で大きな段差が存在したことが判明した。この

為、当調査地においては、水田の造成によって、幾分かの削平がなされており、中世～平安時

代の包含層が東側の断面において観察できた。この削平土は、旧耕土直下の第 3層暗緑灰色粘

質上で、中近世の土器、陶磁器の細片が含まれている。この下の灰色粘土層 (第 5層 )が古墳

時代から奈良時代の包含層で、土師器、須恵器片が含まれている。調査地の西北には第 3層 と

第 5層の間に第 4層暗黄灰色粘質土層が挟まっており、平安～中世の層の残存と考えられる。

古墳時代の遺構は、第 6層～第 8層までの黄灰色の粘土～シルト及び暗褐色の砂質上に掘り込

まれている。この面の標高は、TP+6.1～ 6.4で、調査地の北東側が高くなっている。第 8

層より下は淡灰色の砂の堆積で、それ以下は確認できなかった。古墳時代の遺構の削平時期は

第 5層 より奈良時代の上器⑨が完形品で検出されている為、この時期前後であろうと推定できる。

〔遺構の概路 〕

調査地で検出した遺構は平安時代及び古墳時代初頭の遺構が主で、遺物を含まず時期不明の

ものもある。

平安時代の溝SD-1 調査地の西北で検出した幅 1.3乳深さ0.5η の溝で南西から北東方

向にのびている。この溝の上層では、平安時代末と推定される互器椀が 2個体出上している。

古墳時代の溝SD3 調査地の東側で南北方向に検出した溝で、幅 3η深さ0.4ηを測る。調

査区の中央東側で途切れており、調査地の東側にまわり込むものと考えられる。この溝からは

土錘 (7)や弥生時代末～古墳時代初頭の土器 (1・ 4)が検出されている。滞の埋土は灰色～暗

灰色の粘質上が堆積している。この溝は 17次調査で検出された溝SD3の延長上にあるもの

と思われる。

方形周溝墓 SXl  調査地の中央で検出したもので、周溝の底部分のみが残存していた。

検出規模は、 1辺約 6町で、北東側の辺の周溝が途切れており、ここに陸橋部が存在した可能

性を示唆している。主軸は北に対して 30～ 40°西に振っており、東郷遺跡の他地区で検出され

た古墳時代の遺構の主軸方向によく類似する。同溝の検出幅は 0.6統～ 1.3ηで深さもよく残

存する部分で 0。 2η程度である。堆積土は灰色砂質土～暗黄灰色粘質上で、古式上師器片が若

千出上している。

古墳時代以前の水路NRl  調査地の西側を南東から北西方向にのびる水路である。水路
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の幅は 2.2碗～ 2.6ηで、深さは調査地の南側で 60銅 、北側で90帥以上を測る。溝内 にはシ

ルト、粘上、砂が交互に堆積し、一時水が流れていた状況をよく示している。溝の埋土最上層

からは、弥生時代末～古墳時代初頭の上器 (1ム 13)が検出されている。出土状況は 水路の

方向に沿って並べられたものであるが、この水路に伴な少ものとするよりは、方形周溝墓SX

lの供献土器と考えるのが最も妥当であるう。なおこの水路と同じ規模、同一方向の溝が、H

次調査区においても検出されており、両者の関連性が今後の課題となるであろう。水路の中、

下層からの出土遺物は全く検出できなかった。

SDl断 面実測図

6.Om

1.灰色質粘土
2.灰色粘土
3.灰色シル ト混じり粘質土
4.灰色シル ト混じり粘土
5.暗灰色シル ト混 じり粘土

NRl断 面実測図

6.Om

1.

2.

3.

4.

黄灰褐色粘質シル ト

暗黄灰色砂混 じリシル ト

暗責灰色微砂混じリシル ト

暗黄灰色粘質シル ト

SDl・ NRl断 面 実 測 図
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時期不明の遺構

時期不明の遺構としては、古墳時代の遺構と同一面で検出した土坑 SKl、 SK2、 SK3、

SK4、 溝 SD2、 SD4、 SD5、 小穴SPlが ある。いずれからも遺物の出土はほとんど

認められなかったが、古墳時代～中世の遺構であろうと推定される。

土坑 :SKlは 、幅 0.4紀、長さ0.5乳、深さ25釦で不定形を呈する。SK2は長さ 1.3駒

幅 0.8紀、深さ45印で長円形を呈し、NRlの埋土上面より掘り込まれている。暗灰色の粘質
上を堆積土とする。SK3は方形周溝墓SXlの中央部に掘り込まれた遺構で、径 0,9η課 さ

20側 の円形を呈し、粘土とシル トのブロックを堆積土とする。SK4は、径 0.5統深さ15帥

を測り円形を呈する。

溝 :SD2は 調査区北側で検出した北北東から南々西へのびる小溝で幅 0.3η、深さ 10働を

側る。SD4は、調査区南側で、SXlの 中央付近を南北にのびる不整形な溝である。

幅 0.3～ 0。 4駒、深さ20c12を測る。SD5は、調査区の南西隅で検出したが、ほとんどが調査

区外のため形状不明である。

小穴 :SPlは SKlの横で検出した径 0。 4旬、深さ0,8 cllを測るピットである。

第 3章   出土遺物

出土遺物としてはSD3よ り出土した土器 (1)、 土錘(7)、 包合層より出土した埴輪片(8)、
土師器都 (9)、 NRl上層より出上した土器 2点 (1ム 13)、 SDlよ り出土した瓦畿 α ll)
などが主なものである。

(1)は 、甕で生駒西甕産の胎土を持つ。古代土師器に属するであるう。 (7)は管状

土錘で、表部は磨耗している。 (8)は、円筒埴輪でも古相を呈するもので、突出したタガや縦

ハケ調整から川西編年の 1期～ I期に属するものであるう。 (9)は、奈良時代前期に属する郷

である。 (10、 ■ )は 2点 とも挟山編年のⅣ期に比定され、平安時代末に属するものと考えら

れる。 (12、 13)は、弥生時代末～古墳時代初頭の庄内式に属するもので、 (13)は 口縁部教

くが細顕の直口壼と考えられる。 (12)は ミニチュアの甕で祭祀用に用いられたものであるこ

とを傍証している。

註

1.川西宏幸「 円筒埴輪総論 」『考古学雑誌 64-2号』日本考古学協会 1978

2.尾上実『挟山、軽里遺跡発掘調査概要』大阪府教育委員会 1978
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出土遺物観察用 TG-21

遺 靱 香 号
(図版 )

遺 構 名 品  種 法 量 (現存 率 )
逆柿βm 成 形 調 整 色 調・打台 土 焼成。備考

SD-3 簑

推定日径

138(4/5)

外面 磨耗のため調整不明。

内面 日縁部～体部上半はナデ体部

下半はヘラナデ。

暗灰褐色。

角FAB石・雲母・長石を多

量に合む。

赤褐色。

焼成良好。

A区包合層 築

推定日径

108(1/8)

外面 磨耗のため調整不明。

内面 日縁部はヨコナデ。体部は磨

耗のため調整不明。

赤褐色。

石英・長石を多量に合み

雲母を少量合む。

焼成良好。

E区包合層 裂

推定日径

148(1/8)

外面 ハケナデののちヨヨナデ。

内面 ヨコナデ。

暗灰褐色。

角閃石・雲母・長石を多

量に合む。

焼成良好。

4 SD-3 饗

推定日径

206(1/8)

外面 ヨコナデ。
内面 ヨコナデ。

灰橙色。

長石・雲母・赤褐色酸化

粒を多量に合み、石英を

少量合む。

焼成良好。

5 E区包合層 築

推定底径

86(1/3)

外面 磨耗のため調整不面
内面 磨耗のため調整不明。

淡橙色。

長石・石英・チャートを

少量合み。雲母を微量合

む。

焼成良好。

6 E区包合層 黄

底径 40(完存) 外面 磨耗のため調整不明。
内面 磨耗のため調整不明。

黄褐色。

角FA3石・雷母・長石を多

量に合み、石英を合み合

む。

焼成良好。

SD-3 土 錘

長さ 54(完 存)

幅  23
乳灰橙色。

長石・雲母・チャートを

少量合む。

焼成良好。

G区包含層 円筒埴輪

胴径 392(破片)

突帯部高 1.1

突帯部幅 1.0

外面 胴部はハケナデ。磨耗者しい。

突帯都はヨコナデ。

磨耗のため調整不明。内面

淡灰茶色。

長石・雲母・赤褐色酸化

粒を多量に合む。

焼色良好。

C区包合層 土吉T皿

推定日径

15.0(1/2)

器高 27

外面 日縁部～たちあがりはヨコナ

デ。底部は指1甲さえ、ナデ。

日縁部～たちあがりはヨコナ

デ。底部は指ナデ。

内面

灰白色。

雲母・石英を多量に合み

長石・チャートを少量含

む。

焼成長好。

‐０

０

SD-1 瓦器椀

日径 150(完 存)

器高 55
高台径56

外面 日縁部はヨヨナデ。体部上半

掃會冤ド旨き滋筆薄手姜!ま
指

日縁部～体部はヘラミガキ。
底部は格子状の暗文を施す。

内面

灰色。

級密。

焼色良好。

Ｈ
⑤
SD-1 瓦器椀

推定日径

156(1/5)

器高 63
高台径52

外面
忌梁り督ら昇声原蔀竿Wi!落
:甲え。

外面 暗褐色
内面 灰色。
徴密。

娩成良好。

‐２

０

NR-1
直上

小型

平底壷

日径10,7(1/2)

器高 8,3

最大径 10.4

底径 3.4

外面 日縁部はヨコナデ。体部はタ

タキ(3条/1cm)。底部はナデ

日縁部～体部はヨコナデ。底

部はヘラナデ。

内面

外面 黒色～茶褐色。
内面 黒色～灰褐色。
雲母・石英・長石を多量
に合み、赤褐色酸化粒・

キャートを少量合む。

焼成良好。

外面体部―

部に黒斑あ

あり。

‐３

０

NR-1
直上

養

最大径

184(完存)

外面 磨耗のため調整不明。

内面 磨耗のため調整不明。

外面 黒色～淡灰橙色。
内面 淡灰色。
長石。石英・零母を多量

に合む。

焼成良好

外面底部に

黒斑あり。

-9-



第 4章   まとめ

今回の調査地は、東郷遺跡の最北部に位置するうえに、遺構面の削平が甚だしく、遺物の包

含状況は希薄であった。しかし検出した遺構は、古墳時代と平安時代に属するもので、東郷遺

跡の集落構造を解明するうえで貴重な資料を得ることができた。

特に古墳時代の方形周溝墓の存在は、17次調査で検出した方形周溝墓、壷棺墓群の存在とと

もに、東郷遺跡の北側が同遺跡の墓域となっていることを確定的にした。一方 20次調査におい

ては、集落東南部における墓域の存在が粥らかになっており、両者の対比は、きわめ琴葵操深

いといえる。時期的には現確なことはいえないが、今回NRl上面で出上した土器が方形周溝

墓に伴うものとすれば、東南部で検出されている方形周溝墓群より古く、17次調査分と合わせ

て庄内式古相の時期の東郷遺跡の墓域の存在が今回の調査地周辺で示唆できるのである。

さらに南東から北西方向の水路(NR-1)の存在は、東郷遺跡の形成にあたって、この水路の

方向が東郷遺跡の遺構の方位決定にあたって何らかの役割を果たしていたことが想定され、今

後の調査に期すところが多い。

平安時代の溝 (SDl)は 、17次調査で検出された建物遺構との関連性が考えられる。

註 八尾市文化財調査研究会『東郷遺跡 20次発掘調査現地説明会資料』 1985

L   I

第 6図 東郷遺跡遺構配置図
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